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東日本大震災からの水産の復旧・復興状況

項目 備 考

１

水
揚
げ

岩手・宮城・福島各
県の主要な魚市場の
水揚げの被災前年比
(22年３月-23年2月
合計)

[岩手県]

久慈、宮古
釜石、大船渡

[宮城県]
気仙沼、女川
石巻、塩釜

[福島県]
小名浜

• 水揚げについては、震災前年比で水揚量７０％、水揚金額９３％。
• 漁港の復旧については、被災した漁港の全てで陸揚げ機能が回復。
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２

漁
港

（３１９漁港が被災）

陸揚げ岸壁の機能回
復状況

（２,８５３施設が被災）

被災した漁港施設の
復旧状況

○ 岸壁の復旧により、平成30年１月
末時点、被災した319漁港全てにお
いて、陸揚げが可能(部分的に可能
な場合を含む。)となっている。

○ 平成30年１月末時点、被災した漁
港施設2,853施設のうち、84％にあ
たる2,386施設の復旧が完了した。
平成30年度末までに被災した全て
の漁港施設の復旧完了を目指す。

※ 漁港施設とは、岸壁、防波堤、泊地、道路
等をいう。

１

平成30年１月末時点

1３%
(４１漁港)

（潮位によっては陸揚げ可能）

65%(208漁港)
31%(99漁港)

平成27年３月末時点

９６%(３０７漁港)

3%
(9漁港)

（部分的に陸揚げ機能回復）（全延長の陸揚げ機能回復）

平成30年１月末時点

８７%(2７８漁港)

１００%(31９漁港)

８４%(２,３８６施設)

岩手 48%
(  67.7千㌧)
宮城 79%
( 247.1千㌧)
福島 63%
(   6.9千㌧)

岩手 76%
( 146.8億円)
宮城 100%
( 586.9億円)
福島 42%                 
(   7.4億円)

39 %
H23.2-24.1
（181 千ｔ）

水揚量
62 %

H24.2-25.1
（285千ｔ）

70 % 
H25.2-26.1
（325千ｔ）

70 ％
H29.2-30.1

（322千トン）

93 ％
H29.2-30.1
（741億円）

47 %
H23.2-24.1
（375億円）

水揚金額
70 %

H24.2-25.1
（560億円）

81 % 
H25.2-26.1
（649億円）

87 % 
H26.2-27.1
（695億円）

H26.2-27.1 79 ％（367千トン）
H27.2-28.1 74 ％（345千トン）
H28.2-29.1   70% （323千トン）

H27.2-28.1 93 ％（743億円）
H28.2-29.1 90 ％（722億円）



東日本大震災からの水産の復旧・復興状況

項目 備 考

３

漁
船

（約２.９万隻が被災）
復旧目標（２７年度末ま
でに2万隻）に対する状
況

24年度中に、水産基本計画
の目標(25年度末までに1万2
千隻)は達成。
平成28年度以降は原発事故
の影響で復旧が遅れている福
島県について被災地の要望を
踏まえ回復を目指している。

4

養
殖

岩手県・宮城県の主要な
養殖品目の漁協共販数量
の被災前年比(22年漁期)

※ワカメ、コンブ、カキ、
ホタテ、ギンザケ養殖の
直近完了漁期は平成28年
漁期。

2９年６月末で養殖業再開希
望者の養殖施設の整備が完了
。

※コンブ養殖は、同一施設で生
産できるワカメ養殖への転業や
低気圧被害等により、生産が伸
び悩んでいる。

※カキ養殖は、むき身加工の人
手不足等により、生産が伸び悩
んでいる。
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• 漁船の復旧目標（２万隻）については、93％まで進捗。
• 直近年のワカメ、ホタテ、ギンザケの養殖生産量は、震災前年比で約７～９割。

岩手 4,217 隻
宮城 3,186 隻
福島 192 隻

岩手 7,768 隻
宮城 5,358 隻
福島 256 隻

７７%
(15,308隻）

※2５年3月末時点

４６%
(9,195隻）

※24年3月末時点

岩手 8,852 隻
宮城 7,434 隻
福島 387 隻

９３%
（18,614隻）

※2９年12月末時点

27年漁期
2,360トン
（ 59％ ）

２

ワカメ養殖（ 22年漁期 （2～５月） 34,439トン ）

コンブ養殖（ 22年漁期 （３～８月） 13,817トン ）

25年漁期
30,414トン
（ 88 ％ ）

25年漁期
8,502トン
（ 61％ ）

27年漁期
25,799トン
（ 75 ％ ）

24年漁期
27,379トン
（ 79 ％ ）

26年漁期
6,904トン
（ 50 ％ ）

26年漁期
23,100トン
（ 67 ％ ）

23年漁期
3,742トン

（ 11 ％ ）

28年漁期
25,002トン
（ 73％ ）

ギンザケ養殖（ 22年漁期（3～8月） 14,750トン ）

カキ養殖（22年漁期（9～5月）4,031トン）

ホタテ養殖（22年漁期（4～3月） 14,873トン）

27年漁期
13,007トン
（ 88 ％ ）

26年漁期
11,978トン
（ 81％ ）

26年漁期
11,677トン
（ 79 ％ ）25年漁期

9,245トン
（ 62 ％ ）

24年漁期
5,130トン
（ 34 ％ ）

23年漁期
56トン

（ 0.4 ％ ）

27年漁期
12,313トン
（ 83 ％ ）

23年漁期
0トン

（ 0 ％ ）

24年漁期
9,448トン
（ 64 ％ ）

25年漁期
11,619トン
（ 79 ％ ）

28年漁期
12,159トン
（ 82％ ）

23年漁期
0トン

（ 0 ％ ）

24年漁期
5,633トン
（ 41 ％ ）

27年漁期
7,205トン
（ 52 ％ ）

2８年漁期
5,433トン
（ 39％ ）

25年漁期
1,476トン
（ 37 ％ ）

24年漁期
719トン

（ 18 ％ ）

23年漁期
354トン

（ 9 ％ ） 28年漁期
2,281トン
（ 57％ ）

2８年漁期
10,871トン
（ 73％ ）

26年漁期
2,207トン
（ 5５％ ）



東日本大震災からの水産の復旧・復興状況

項目 備 考

5
加工
流通
施設

被災３県で被害があった
産地市場（34施設）

被災3県で再開を希望する
水産加工施設(790施設)

岩手県及び宮城県の産地市場
は、22施設すべてが再開。
福島県では、新たにいわき市
漁業協同組合沼之内支所魚市
場が再開。
（福島県の産地市場12施設
のうち、4施設が再開。）

６

が
れ
き

がれきにより漁業活動に
支障のある定置漁場

990ヶ所
（再流入箇所含む）

がれきにより漁業活動に
支障のある養殖漁場

1,133ヶ所
（再流入箇所含む）

がれきの残る一部の漁場につ
いて、３０年度も引き続き支
援を実施を予定。

福島県においては、10市町
の定置･養殖漁場以外の漁場
への支援要望があり、新地町
及び相馬市については大部分
でがれきの撤去が完了。南相
馬市及びいわき市でがれき回
収に着手。
（2９年12月末時点）
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• 加工流通施設の復旧については、再開を希望する水産加工施設の約９割が業務再開。
• がれきにより漁業活動に支障のあった定置及び養殖漁場のほとんどで撤去が完了。

３

55%
（418施設が業務再開）

※24年3月末

74%
（608施設が業務再開）

※25年3月末

95%
（749施設が業務再開）

※29年12月末

岩手： 96%(187施設)
宮城： 95%(430施設)
福島： 92%(132施設)

岩手： 94 %(127ヶ所)
宮城： 96 %(831ヶ所)
福島：要望なし

95 %
（958ヶ所）
※24年3月末

岩手： 93 %(143ヶ所)
宮城： 72 %(655ヶ所)
福島： 50 %(  3ヶ所)

75 %
（801ヶ所）
※24年3月末

9９%
（1,118ヶ所）
※３０年1月末

岩手： 99 %(161ヶ所)
宮城： 99 %(946ヶ所)
福島：100 %( 11ヶ所)

岩手： 99 %(138ヶ所)
宮城：100 %(850ヶ所)
福島：要望なし

99%
（988ヶ所）
※３０年1月末

岩手：100 %(13施設)
宮城：100 %( 9施設)
福島： 33 %( 4施設)

65%
(22施設が業務再開)

※23年12月末

76 ％
（26施設が業務再開）

※30年2月末
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